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　地球温暖化防止対策として注目されている新エネルギー。
　先月号に引き続き、和寒町における新エネルギー施策や重点プロジェクト
についてご紹介します。
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■新エネルギーの利用可能量

　今回の調査で、本町に

おける新エネルギーの利

用 可 能 量 は、年 間 約

209,410ＧＪと算定され

灯油のホームタンク

（490㍑）に換算すると、

約11,644個分に相当する

ことがわかりました。

　１ＧＪは、灯油約27�

分のエネルギーに相当し

ます。

　利用可能量が多い新エ

ネルギーは農業系バイオ

マス、森林系バイオマ

ス、太陽エネルギー、雪

氷熱エネルギーなどで、

策定検討委員会では本町

における新エネルギーの

賦存量や利用可能量の調

査結果をもとに、重点的

に推進すべきプロジェクトを設定しました。

伊藤町長に答申する荒木委員長

■新エネルギーの導入に向けて

　地域の自然を活かし、地域の産業に根ざした資源を循

環利用して得ることのできる「新エネルギー」は、二酸

化炭素の排出が少ないなど環境に対する負荷が小さく、

長期的・潜在的に一定の供給力を担う可能性のあるクリ

ーンなエネルギーです。

　和寒町新エネルギービジョン策定検討委員会（委員長

・荒木肇北海道大学教授）から伊藤町長に、調査の結果

が答申されました。
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　（太陽光を利用した発電システムでCO2削減）
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　（太陽の熱を利用して温水を作ったり乾燥に利用する取り組みでCO2削減）
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　（今まで捨てられたり使われていない資源を活用したカーボンニュートラルな取り組みでCO2削減）
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　（雪や氷の冷熱を貯蔵などに利用して農作物などの高付加価値化）
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　（新エネルギーをみんなで理解してエコなまちづくり）
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■関連する町の助成制度のご案内
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交流施設ひだまりに設置された太陽光パネル

■エコなまちづくり

　私たちの身近にあるもの、努力すれば利用可能な資

源、次世代の子どもたちに自然豊かな和寒町を残すため

の施策など、新エネルギーの導入や省エネルギーの取り

組み、環境に配慮したエコな町づくりを進めるには、町

民の皆さん、各事業所の方々、行政などが協働した取り

組みが大切です。

　新エネルギーの導入に向けた体制づくりや、新エネル

ギー・省エネルギーの普及啓蒙の様々な取り組みを進

め、環境に配慮し豊かな自然と共生しながら本町が活性

化するための施策を実行します。
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